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第1四半期 連結決算ハイライト
(億円)

2014/3期 2015/3期 対前年

第1四半期 連結決算ハイライト

期 期 対前年

第1四半期 第1四半期 差異
（実績）A (実績)B B-A

売上高 399 448 +49売上高 399 448 +49

業務ソリューション 217 255 +38

基盤ソリューション 51 50 -1

ビジネスサービス 131 143 +12

売上総利益 73 89 +16

<売上高総利益率> <18 3%> <19 8%> <+1 5%><売上高総利益率> <18.3%> <19.8%> <+1.5%>

販管費 55 59 +4

営業利益 18 30 +12営業利益 18 30 +12

経常利益 20 31 +11

当期純利益 9 17 +8
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当期純利益 9 17 +8



第1四半期 サービス・顧客業種別の売上高第1四半期 サ ビス 顧客業種別の売上高

(億円)

2014/3期 2015/3期/ 期 / 期
第1四半期

(実績)
第1四半期

(実績)
対前年差異

A Ｂ B-A

6 2 6 0

コメント

業務 シ 176 216 +40
産業･流通･ｻｰﾋﾞｽ 95 114 +18
金融 54 75 +22

業務ソリューション

ネット系に加えて製造業向けの増

メガバンク向け増金融 54 75 +22
社会公共他 27 27 -

47 45 -2基盤ソリューション

131 143 +13

子会社等 45 44 -2

新日鉄住金向け増ビジネスサービス

合計 399 448 +49

受注高 415 446 +30
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受注高 415 446 +30
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第1四半期 連結営業利益分析第1四半期 連結営業利益分析

((億円億円))

対前年

30億

販管費増

億

18億

売上高総利益率

○７億円

×４億円

○１２億

増収による

売上総利益

増加

○９億円○９億円

14/3期 1Q 15/3期 1Q
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2015年3月期 連結業績見通し年 月期 連結業績見通し
(億円)

2014/3期 2015/3期 対前年

上期 下期 年度 上期 下期 年度 上期 下期 年度

(実績) (実績) (実績) (見通し) (見通し) (見通し) (差異) (差異) (差異)

A B C D E F D-A E-B F-C

売上高 815 985 1 800 860 1 020 1 880 +45 +35 +80売上高 815 985 1,800 860 1,020 1,880 +45 +35 +80
業務ソリューション 461 616 1,077 480 625 1,105 +19 +9 +28

基盤ソリューション 98 115 213 100 115 215 +2 - +2

ビジネスサービス 255 255 510 280 280 560 +25 +25 +50

売上総利益 155 190 345 165 197 362 +10 +7 +17

<売上高総利益率>  <19.0%>  <19.3%>  <19.2%>  <19.2%>  <19.3%>  <19.3%> <+0.2%> <+0.0%> <+0.1%>

販管費 110 111 220 117 108 225 +7 -3 +4

営業利益 45 79 124 48 89 137 +3 +10 +13

経常利益 47 80 128 50 90 140 +3 +10 +12

当期純利益 25 46 71 27 55 82 +2 +9 +11当期純利益 25 46 71 27 55 82 +2 +9 +11

期首受注残 784 818 852 +68 - -

【参考】 期 受注残 億 対前年 期 億
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【参考】 2015/3期 1Q受注残 850億円(対前年同期比+49億円)



主要プレスリリース要 リリ

2014年4月3日 新日鉄住金ソリューションズ、Jリーグの2014年試合日程の作成を組合せ

最適化ソリ シ ンで支援最適化ソリューションで支援

2014年4月10日 本田技研工業株式会社、Adobe Experience Managerを採用

大規模なWebサイトを管理・運営するためのワークフローを構築し、

カスタマー エクスペリエンスの向上を通じてブランド価値のさらなる強化を目指す

2014年4月15日 HTML5 Japan Cupにゴールドスポンサーとして協賛

2014年5月8日 新日鉄住金ソリューションズ、ハイブリッドクラウドの利用をベースとした構築／運用

サービスを拡充し、ITシステムの効率的な運用を推進

2014年5月14日 丸紅株式会社様 アプリケーション仮想化で海外利用を含む7 000人を想定した2014年5月14日 丸紅株式会社様 アプリケ ション仮想化で海外利用を含む7,000人を想定した

モバイル環境のセキュリティと利便性を向上

2014年5月29日 新日鉄住金ソリューションズ、統合データ分析サービスの高度化に向けて

日本オラクルと共同検証を実施

l d d l を用いた大規模デ タ分析のプ セス確立に向け連携～Oracle Advanced Analyticsを用いた大規模データ分析のプロセス確立に向け連携～

2014年6月9日 新日鉄住金ソリューションズ、スマートグラスの現場利用に向けた導入検証サービスを

開始

2014年7月10日 企業価値を高める電子契約を導入しやすくする「CONTRACTHUB@absonne ライトパック」

を発表

2014年7月24日 新日鉄住金ソリューションズ、Oracle Database のビックデータやクラウド基盤での
活用支援に向けて 「Oracle Databaseクラウドソリューションセンター」を設立
～Oracle Database 12cの先進的な活用とデータベースセキュリティの強化を支援～
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の先進的な活用とデ タ セキ リティの強化を支援



本資料には当社又は当社役員の当社の営業成績及び財政状態に

関する意図 意見又は現時点の予想と関連する将来予想が記載され関する意図､意見又は現時点の予想と関連する将来予想が記載され

ております｡この将来予想は､歴史的事実でも将来の業績を保証する

ものでもないため､リスクと不確定な要素を含んでおります｡実際の業

績は様々な要因により異なる可能性があります 当社は この将来予績は様々な要因により異なる可能性があります｡当社は､この将来予

想を､これらの変化要因を反映するために修正することを保証するも

のではありません｡
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http://www.ns-sol.co.jp/

ゴ 新 鉄住金 ズ株 会 商 登録商 すNS Solutions､NSSOL､NSロゴは､新日鉄住金ソリューションズ株式会社の商標又は登録商標です｡
その他､資料中に記載の会社名・製品名は､それぞれ各社の商標又は登録商標です｡
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